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中
川
区
で
は
毎
年
10
月
に
区
民
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
露
橋
地

区
、
荒
子
地
区
、
富
田
地
区
と
3
年

周
期
で
会
場
を
変
え
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
度
と
一
昨
年
度

は
中
止
で
し
た
が
、
今
年
度
は
３
年

ぶ
り
の
開
催
で
す
。
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
た
10
月
23
日
、
富
田
公
園
に
て
尾

張
新
次
郎
太
鼓
で
開
幕
。

　

開
会
式
の
後
、
吹
奏
楽
の
演
奏
、

3
0
0
年
以
上
の
伝
統
を
誇
る
名
古

屋
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・
戸
田

か
ら
く
り
人
形
五
体
が
一
堂
に
会

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
を
披
露
し
ま
し

た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
等
が
続
き
、「
利
家
（
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
）」

の
踊
り
で
締
め
く
く
り
、
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
、
お
い
し
い
食
べ
物
な
ど
の

ブ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
出
展
。
区
役
所

よ
り
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
発
着

し
、
多
く
の
家
族
連
れ
の
参
加
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

﹇
六
十
八
﹈

■
交
通
Ｊ
Ｒ
「
春
田
駅
」
か
ら
徒
歩

8
分

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
会

員
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

は
、
い
ま
だ
終
息
の
め
ど
が
み
え
な

い
中
、
各
ク
ラ
ブ
で
は
新
し
い
生
活

様
式
を
取
り
入
れ
、
工
夫
し
な
が
ら

活
動
を
継
続
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
ご
努
力
に
改
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

さ
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い

わ
れ
る
長
寿
社
会
を
迎
え
、
核
家
族

化
や
高
齢
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
近
隣
住
民
相
互
の
助
け
合
い
や

支
え
合
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
名
古
屋

が
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

我
々
の
大
き
な
存
在
意
義
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
変
残
念
な

こ
と
に
ク
ラ
ブ
の
解
散
や
会
員
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
状
況
を
ふ
ま
え
年
頭
に
あ
た
っ

て
、
以
下
の
3
点
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　
　
　
　

1
点
目
は
『
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活

動
の
実
施
』
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
魅

力
と
感
じ
る
活
動
は
異
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
老
連
で
は
今
後
、
皆
さ
ま

に
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
お
示
し
す
る
と
と
も
に
、
遊

び
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
行
事
も
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
点
目
は
『
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
』
で
す
。
地
域

で
は
、
案
外
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
を
ご

存
じ
な
い
方
が
多
く
み
え
ま
す
。
町

内
会
の
方
々
に
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
伝

え
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
ず
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
の
楽
し
さ
が
伝
わ
る
よ
う

勧
誘
活
動
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

3
点
目
は
『
会
員
減
少
の
歯
止

め
』
で
す
。
会
員
を
増
や
す
取
組
み

の
一
方
で
、
退
会
者
を
減
ら
す
取
組

み
も
急
務
で
す
。
会
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
相
談
室
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
残
念
な
が
ら

ク
ラ
ブ
解
散
と
な
っ
た
皆
さ
ま
に
も

引
き
続
き
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
他

ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
市
老
連
や
区
老
連
に
ご
相
談

く
だ
さ
る
と
幾
分
か
お
役
に
立
て
る

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

皆
さ
ま
の
日
頃
の
ご
苦
労
に
お
応

え
す
る
た
め
、
市
老
連
で
は
、
運
営

補
助
金
の
増
額
な
ど
強
く
要
望
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
ク
ラ
ブ
活
動
の
活

性
化
策
と
と
も
に
会
員
の
減
少
防
止

策
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
将

来
に
わ
た
っ
て
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

名
古
屋
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
併
せ
て
行
政
や
自
治
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
の

皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
年
の

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人

公
益
社
団
法
人
名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
会
長
　
三三ささ

溝溝み
ぞ
み
ぞ

　
芳よ

し

隆た
か

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
名
古
屋

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
名
古
屋

中川区  中川区民まつり
～富田公園～

　クラブの運営でお困りの方や解散の危機にある老　クラブの運営でお困りの方や解散の危機にある老
人クラブの方、少しでもお力になればと思います。お人クラブの方、少しでもお力になればと思います。お
気軽にご相談ください。気軽にご相談ください。

【問い合わせ先【問い合わせ先】　】　区役所福祉課内 区老連 活動推進員区役所福祉課内 区老連 活動推進員
 （4ページ掲載）　名古屋市老連 （4ページ掲載）　名古屋市老連

「なごやかクラブ運営事務相談室」をご利用ください

名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

芳芳よ
し
よ
し

隆隆た
か
た
か

クラブの解散でお困りの皆さんへ
　老人クラブは会員の生きがいづくりや仲間づくり、　老人クラブは会員の生きがいづくりや仲間づくり、
健康づくりに大きく貢献しています。気軽に集まれ健康づくりに大きく貢献しています。気軽に集まれ
る近隣の友人の集まりで、人生の一部ともいえます。る近隣の友人の集まりで、人生の一部ともいえます。
その代替はなかなか見つかりません。一方、なごやその代替はなかなか見つかりません。一方、なごや
かクラブ名古屋では、昨年度解散により約 2,300人かクラブ名古屋では、昨年度解散により約 2,300人
の方がクラブをお辞めになっています。一時はやっの方がクラブをお辞めになっています。一時はやっ
かいなことから解放されたような気分になりますが、かいなことから解放されたような気分になりますが、
外出が少なくなり、おしゃべりも減り、生活が不活外出が少なくなり、おしゃべりも減り、生活が不活
発になります。このまま放置すれば、知らず知らず発になります。このまま放置すれば、知らず知らず
のうちに体力や知力が低下することが心配されます。のうちに体力や知力が低下することが心配されます。
　このため、お近くの老人クラブに入会されることをこのため、お近くの老人クラブに入会されることを
お勧めします。お勧めします。
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　11月 8日、天皇皇后両陛下隣席のもと、東京両国の国技館で全老連
創立60周年記念全国老人クラブ大会が開催されました。式典と講演の
２部構成で、全国から老人クラブ代表者 850人の参加がありました。
　第1部式典では、天皇陛下より「老人クラブが、我が国における高齢
者の社会参加や明るい地域づくりのために重要な役割を果たしていくこ
とを期待しております」など、おことばを賜りました。この後、厚生労働
大臣表彰と全老連会長表彰の対象の個人244 名と299 団体の方が表彰
されました。
　第 2部では、アトラクションとして相撲甚句が披露され、「老いてこそユー
モア」と題して作家の阿刀田高氏により記念講演が行われました。続いて、
次回開催の秋田県老連会長のあいさつがあり、全老連副会長のことばで
閉会となりました。
　名古屋市老連の受賞者は次の方々です。
【厚生労働大臣表彰】
◎老人クラブ育成功労者／犬飼鐐治、加納年子　
◎優良老人クラブ／西柵下長寿クラブ（南区老連）　
◎優良老人クラブ連合会／中川区老連
【全老連会長表彰】
◎老人クラブ育成功労表者／丸岡裕、村瀬勝男

　

北
区
ア
ー
バ
ン
ラ
フ
レ
志
賀
寿
会
の
山

ノ
内
登
志
江
さ
ん
か
ら
市
老
連
に
対
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
1
0
0
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
老
連
で
は
、
寄
付
金
を
市
老
連
設
立

60
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
市
老
連
行
事
等

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
全

て
の
年
代
の
人
が
希
望
に
応
じ
て
意

欲
・
能
力
を
い
か
し
て
活
躍
で
き
る
エ

イ
ジ
レ
ス
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、
年
齢
に
と
ら

わ
れ
ず
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
実
践

さ
れ
社
会
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
授
与
し
、
広
く
全

国
に
紹
介
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
4
年
度
、
こ
の
章
に
名
古
屋
市

か
ら
は
唯
一
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
の
三

溝
芳
隆
会
長
が
選
ば
れ
、
10
月
31
日
に

吹
上
ホ
ー
ル
で
表
章
式
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
で
の
社
会
奉
仕
活
動
や
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
の
長
年
の
ご
活
躍

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
受
章
後
、
三

溝
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
今

日
ま
で
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。
な
ご
や

か
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
私
の
生
き
が
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

内
閣
府

内
閣
府

エ
イ
ジ
レ
ス
章

エ
イ
ジ
レ
ス
章
をを
受
章
受
章

三
溝
会
長
、

三
溝
会
長
、

全国老人クラブ大会の開全国老人クラブ大会の開催催
全国老人クラブ連合会創立６０周年記念全国老人クラブ連合会創立６０周年記念

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、

　
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
実
践

　
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
実
践

「健康麻雀大会」と記載の上、住所・氏名・電話番号・
所属クラブを明記し、名古屋市老人クラブ連合会（〒462-
0844 名古屋市北区清水四丁目17-1 名古屋市総合社会
福祉会館 6階）まで。はがき・市老連ホームページにあ
る応募用メールフォームを使って応募してください。

応 募 先

開 催 日 時 令和5年 3月17日㈮　午前11時から

会 場 「麻雀ウィング」
名古屋市中村区椿町 3-19 ウイングビル3F 名古屋駅西

内 容 4人打ちで東場・南場の半荘を1試合とし、3試合
行い総得点で順位を決定します。

参 加 者 数 32名（各区 2名）
※応募者多数の場合は、抽選により参加者を決定します。

参 加 費 1人 500 円

申込締切日 令和5年 2月10日㈮ 必着

記念講演記念講演
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市老連これからの行事予定
月日（曜日） 行　事　名 場　所

1月17日㈫
JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策（名東区：高針・牧野
池コース）

集合場所
市バス停「山の神」

2月 8日㈬ JASSくらぶとの交流交歓事業
鈴鹿七福神巡り 鈴鹿市

2月15日㈬ 健康づくりセミナー 芸術創造センター

2月28日㈫ グラウンド・ゴルフ区対抗団体戦 白川公園

3月14日㈫
JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策（名東区：柴田勝家
コース）

集合場所
地下鉄東山線「一社駅」
改札口前

4月 4日㈫
JASSくらぶとの交流交歓事業
お花見ウォーキング（名東区：
香流川緑道）

集合場所
地下鉄東山線「藤が丘駅」
南改札口前

※「史跡散策」「お花見ウォーキング」の申し込みについては、各区老連事務局
　（区役所福祉課内＝4ページ掲載のお問い合わせ先）へおたずねください。

9
月
14
日
、
南
区
の
名
鉄
柴

田
駅
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、

27
名
。
秋
だ
と
い
う
の
に
気
温

は
30
度
近
く
の
真
夏
日
と
言
っ

て
も
い
い
状
況
の
中
、
日
本
ガ

イ
シ
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
を
目
指

し
散
策
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
伊
勢
湾
台
風

の
爪
痕
が
多
く
残
っ
て
い
る

コ
ー
ス
で
、「
愛
と
力
の
筏
像
」

で
は
、
当
時
台
座
に
示
す
高
さ

ま
で
水
に
つ
か
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
も

当
時
を
思
い
出
さ
れ
と
て
も
怖

か
っ
た
な
ど
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た

　全国の老人クラブは、昭和 31年より老人週間を中心に、地域社会に対す
る感謝と高齢者の社会参加への意欲を示そうと、全国一斉「社会奉仕の日」
の活動に取り組んでいます。
　今年度も、名古屋市老連は、市内各所で「花のあるまち、ごみのないまち」
をめざして、美化活動や環境活動に取り組みました。

コロナ禍による行動制限の緩和、そして参加者数の増

◆清掃箇所
◆参加クラブ
◆参加会員

◆ごみの総量830クラブ
9,985人

7,533 袋（1袋=45ℓ）
1,731カ所

守山区守山区 緑区緑区

天白区天白区名東区名東区

　なごやかひろば 68号に掲載してあります行事・研修・講習会
等の開催時期、日程等につきましては、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため中止、延期、変更等の可能性がありえますの
でご注意ください。最新の情報については、各主催者・各施設
等のホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5 年（2023 年）1 月 10 日発行 （ 4 ）第 68 号

　9月 21日、中川区老連のグラウンド・ゴルフ大会が打出水処理場グラ
ウンドで開催されました。台風明けの澄み切った青空の下、114 名の選手
がはつらつとプレーされていました。久しぶりの大会で皆さん張り切られ
て、なんとホールインワンが 68 個も出ました。
　参加者からは、「ホールインワンを1つは入れたかったが、2つも入って
しまった。普段からいいことをしていると入ります。人のために奉仕する
ことが大事です」とか、「区老連秋の大会は 3年ぶりの開催でしたが、非
常に楽しかった」などの話を聞く事ができました。中尾区老連会長からは、
「台風の影響もなく開催できてよかった。老人クラブにおいては、体を動
かすことは良いことなので、今後も続けていきたい」と話されていました。

　千種区  753-1942　　　東　区  934-1194　　　北　区  917-6530
　西　区  523-4596　　　中村区  453-5367　　　中　区  265-2329
　昭和区  735-3911　　　瑞穂区  852-9395　　　熱田区  683-9900
　中川区  363-4415　　　港　区  654-9708　　　南　区  823-9413
　守山区  796-4607　　　緑　区  625-3966　　　名東区  778-3099
　天白区  807-3898   ◎ 名古屋市老人クラブ連合会 TEL 991-7734 FAX 991-7581

　老人クラブは、いきがいづくりや仲間づくり、
健康長寿に大きく貢献しています。人生の居場所
であり、一部でもあります。その代替を見つける
ことは困難です。老人クラブに加入して、より健康
に、より楽しく、より充実した日々をおくりましょう。

わたしたちのクラブへ入りませんか！

（お近くの老人クラブに申し込んでください）

◆お問い合わせ：各区老人クラブ連合会事務局

おところ
〒
名古屋市　　　区

おなまえ  ☎

生年月日 　大  ・  昭　　　　 　年　　　　　月　　　　　日

入会申込書



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5年（2023 年）1月 10 日発行（ 5 ）第 68 号

　11月２日、白川公園広場でグラウンド・ゴルフ大会が開催されました。当初は11月1日に開
催予定でしたが、あいにくの雨で翌日に順延されました。コロナ感染が落ち着いていた中、感染
に気を使いつつも青空の下、参加した皆さんは、はつらつとした気分でプレーを楽しまれていま
した。当日は晴天に恵まれ絶好のスポーツ日和となり、109 名
の方が日頃の練習成果を発揮しました。
　競技は 2ゲームの合計点で順位を決定しますが、1位は 36
打、2位・3 位は同スコアの38 打で 2打目が多い方が２位と
なりました。また
5 位～ 9 位は、同
じ40打で、1打目・
2 打目・3 打目の
多い順で順位が決
定しました。入賞
者は、次の方々で
す。（敬称略）

「
表
示
見
て
知
ら
な
い
番
号
無
視
で
良
し
」

10
月
21
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
も
と
名
城
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
64
名
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
早
く
歩
け
る
人
ほ
ど
元
気
で
長

生
き
。
歩
行
は
健
康
長
寿
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
」と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

継
続
す
る
に
は
、
歩
く
楽
し
み
を
見

つ
け
る
こ
と
と
、
歩
き
の
科
学
を
知

る
こ
と
が
大
切
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
も
愛
知
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
連
盟
の
皆
さ
ん
に
指
導
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
講
師
か
ら
「
つ
え
で
は

な
い
で
す
よ
。ポ
ー
ル
で
す
。ス
ポ
ー

ツ
で
す
よ
」
の
発
言
で
場
が
和
み
ま

し
た
。
次
に
個
別
指
導
に
入
り
、
公

園
約
1
・
4
㎞
を
歩
き
な
が
ら
ポ
ー

ル
の
長
さ
、
持
ち
方
、
さ
ば
き
方
、

足
の
運
び
方
、
歩
幅
、
姿
勢
な
ど
、

6
名
の
指
導
員
よ
り
親
切
丁
寧
に
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

も
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
公
園
の

自
然
に
目
を
や
り
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
先
生
の
指
導
が
熱
心
で
、
親
切

だ
っ
た
」「
歩
く
姿
勢
が
よ
く
な
り

そ
う
で
す
」「
区
老
連
で
は
す
で
に

ポ
ー
ル
を
買
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
」「
来
年
も
や
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
か
」
な
ど
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　11月18日、市老連恒例の健康づくりウォーキ
ング大会が千種区の東山公園一帯で開催されまし
た。当日は晴天の下、肌寒くもなく、絶好のウォ
ーキング日和となりました。
　コロナ前までは「いきいきクラブ体操」で身体
をほぐした後スタートしましたが、密を避けるため
中止としました。受付を済ませた方から順次スター
ト。700名の方が参加され、ウォーキングとともに、
紅葉真っ盛りの秋の景色を楽しみました。

優　勝
準優勝
第 3位
第 4位
第 5位
第 6位
第 7位
第 8位
第 9位
第10位

高木健次郎
岡田　京子
黒川　　孝
山田　裕三
森　　賢治
水沼千寿子
村上　光正
薮下　賢介
余語　章善
児玉　光弘

（中　区）
（港　区）
（守山区）
（南　区）
（守山区）
（昭和区）
（中川区）
（中川区）
（昭和区）
（中川区）

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

生
活
安
全
標
語



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5年（2023 年）1月 10 日発行 （ 6 ）第 68 号

　

大
高
台
は
氷
上
姉
御
神
社
に
近
い

高
台
に
あ
り
、
鳥
の
さ
え
ず
り
も
聞

こ
え
別
荘
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
す
る

街
で
す
。
4
8
0
世
帯
が
町
内
会
、

子
供
会
、
老
人
会
を
結
成
し
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

は
1
9
9
4
年
設

立
、
会
員
60
名
、
特

に
空
き
巣
や
子
供
た

ち
の
被
害
の
撲
滅
に

力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
4
年
前
に
防
犯

モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
て
か
ら
先
月
ま

で
、
空
き
巣
被
害
ゼ

ロ
を
継
続
中
で
す
。

年
末
の
町
内
巡
回
で

は
、
毎
年
緑
警
察
署
長
さ
ん
に
激
励

に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
ま
す

ま
す
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　

街
を
き
れ
い
に
す
る
事
は
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
の
基
本
と
考
え
、
小

学
校
、
大
高
駅
、
公
園
の
清
掃
を
実

施
、
子
供
た
ち
に
は
町
内
の
ゴ
ミ
拾

い
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
と
は
夏
の
ラ
ジ
オ
体

操
、
盆
踊
り
、
秋
祭
り
を
通
し
て
地

域
に
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
一
緒
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
月
1
回
の
「
わ

い
わ
い
サ
ロ
ン
」
で
は
手
品
、
オ

カ
リ
ナ
発
表
会
、
郷
土
の
歴
史
等
の

出
し
物
を
企
画
し
、
会
員
だ
け
で
な

く
近
隣
の
方
々
と
も
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
春
と
秋
の
バ

ス
旅
行
は
、
風
光
明
媚
な
景
色
と
食

事
会
で
最
大
の
楽
し
み
の
一
つ
。
昨

年
の
旅
行
で
は
、
立
ち
寄
っ
た
宝
く

じ
に
当
た
る
事
で
有
名
な
福
徳
神
社

で
、
大
黒
さ
ん
・
布
袋
さ
ん
の
お

腹
を
さ
す
っ
て
、
本
当
に
5
万
円
当

た
っ
た
人
も
い
て
大
喜
び
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま

り
も
は
ば
か
ら
れ
る

状
況
で
す
が
、
今
後

も
区
役
所
と
相
談
し

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
通
し
て
、
毎

日
を
生
き
生
き
と
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

頑
張
れ
大
高
台
グ

リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
‼

（
笹
越　

拓
男
）

　

こ
の
１
年
間
を
振
り

返
る
と
、
守
山
区
老
連

で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
、
１
月
の
友
愛
活

動
研
修
会
、
5
月
の
趣

味
の
作
品
展
、
11
月
の

指
導
者
養
成
研
修
会
な

ど
が
中
止
と
な
る
一
方

で
、
昨
年
ま
で
と
は
違

い
、
徐
々
に
活
動
が
再

開
さ
れ
る
年
と
な
り
ま

し
た
。

5
月
13
日
に
は
、
さ

わ
や
か
健
康
づ
く
り
研

修
会
が
志
段
味
の
地
区

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
少
々
汗
ば
む
ほ
ど

の
陽
気
の
中
、
シ
ン
プ

ル
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

エ
ク
ス
サ
イ
ズ
を

行
い
、
皆
心
地
良

さ
を
体
感
し
ま
し

た
。6

月
24
日
は
、

健
康
講
座
で
す
。

こ
の
講
座
は
区
女

性
リ
ー
ダ
ー
代
表

者
会
が
担
当
し
、

今
回
は
地
元
の
公

立
陶
生
病
院
の
院

長
さ
ん
と
看
護
師

さ
ん
の
話
が
聞
け

る
と
あ
っ
て
、
参

加
者
は
1
4
0
名

と
な
り
、
た
い
へ

ん
盛
況
で
し
た
。

7
月
13
日
の

ボ
ッ
チ
ャ
研
修
会

は
守
山
区
で
は
初

開
催
で
す
。
守
山

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
7
面
の

コ
ー
ト
を
つ
く

り
、
ル
ー
ル
の
説

明
後
に
初
心
者
向

け
の「
お
試
し
会
」

の
感
じ
で
ス
タ
ー

ト
。「
結
構
ハ
マ

る
！
」「
意
外
に

簡
単
！
」
と
好
評

で
し
た
。

10
月
5
日
は
人

気
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽

し
む
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
で
す
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
く
、
ハ

イ
ス
コ
ア
が
期
待
さ
れ
る

中
、
1
1
9
名
の
会
員
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
事
業
が
中
止

に
な
る
と
残
念
な
気
持
ち

が
募
る
一
方
で
、
事
業
が

再
開
で
き
る
と
感
無
量
で

す
。ま
た
、私
た
ち
の
ボ
ッ

チ
ャ
研
修
会
、
あ
る
い
は

市
老
連
の
健
康
麻
雀
の
よ

う
な
新
事
業
は
、
活
動
の

幅
を
広
げ
、
今
後
の
ク
ラ

ブ
活
動
の
明
る
い
兆
し
で

す
。
新
年
が
老
人
ク
ラ
ブ

に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
浅
井　

保
司
）

み
ど
り

緑区

も
り
や
ま

守山区

事
業
の
再
開
に
感
無
量

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
〜
生
き
生
き

活
動
〜
大
高
台
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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名
古
屋
市
16
区
の
中
で
、
名
東
区

だ
け
が
行
っ
て
い
る
第
47
回
目
と
な

る
名
東
福
祉
大
学
校
の
教
養
講
座
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

社
会
部
は
部
長
を
含
め
15
名
で

す
。
毎
年
演
題
を
決
め
、
会
場
の
日

程
が
決
ま
り
ま
す
と
講
師
依
頼
等
は

部
員
が
担
当
し
ま
す
。

　

講
座
は
5
日
間
で
、1
日
2
時
限
、

２
講
座
行
い
ま
す
。
受
講
者
は
、
今

年
度
2
0
7
名
と
大
変
人
気
の
高
い

講
座
で
す
。

　

第
1
日
目
、
1
時
限
の
講
演
は

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
書
家
の
矢
野
き

よ
実
様
「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」。

２
時
限
は
、
愛
知
県
観
光
振
興
課
の

渡
邉
亨
介
様
「
愛
知
の
歴
史
を
活
か

し
た
観
光
振
興
」。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

受
講
率
は
87
・
5
％
と
大
変
好
評
で

し
た

　

第
2
日
目
、
１
時
限
は
愛
知
東
邦

大
学
助
教
の
中
野
匡
隆
様
「
元
気
に

生
き
る
た
め
の
運
動
と
は
？
」。
２

時
限
は
西
川
流
長
壽
乃
会
の
西
川
長

秀
様
「
日
本
舞
踊
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」。
受
講
率
は
77
・
９
％
の
好
評

を
得
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
は
、
課

外
講
座
で
、
今
年
は

名
古
屋
城
本
丸
御
殿

の
見
学
で
す
。
各
ク

ラ
ブ
か
ら
1
7
1
名

の
参
加
者
が
あ
り
、

２
班
に
分
け
て
現
地

集
合
、
現
地
解
散
、

雨
天
決
行
で
実
施
。

当
日
は
受
付
場
所
へ

の
案
内
。
入
場
割
引

に
必
要
な
敬
老
手
帳
等
の
所
持
確

認
。
団
体
扱
い
の
た
め
、
入
場
門
へ

の
誘
導
等
忙
し
い
１
日
で
し
た
。

　

部
員
手
作
り
の
解
説
文
は
、
カ

ラ
ー
写
真
13
枚
入
り
の
説
明
付
き
。

楽
し
く
見
学
で
き
ま
し
た
。

　

第
４
日
目
と
５
日
目
の
講
座
は

残
っ
て
い
ま
す
が
、
次
年
度
も
よ
い

講
座
が
開
講
で
き
ま
す
よ
う
部
員
一

同
頑
張
り
ま
す
。　
（
松
原　

良
雄
）

　

私
た
ち
野
並
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
一
部
会
員
は
地
域
同
好
会
に
入

り
、
週
２
回
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
反
面
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
自
体
の
活
動
は
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
あ
る
べ
き
会
員
交

流
が
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
本
稿
で
は
コ
ロ
ナ
前
の

懐
か
し
い
旅
の
出
来
事
を
述

べ
、
今
後
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
決
意
表
明
を
し
て

お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

思
い
返
え
せ
ば
令
和
元
年

11
月
、
コ
ロ
ナ
流
行
直
前
の

草
津
温
泉
旅
行
は
本
当
に
楽

し
い
も
の
で
し
た
。
黙
食
・

黙
飲
な
し
、
対
面
の
車
中
カ

ラ
オ
ケ
と
ゲ
ー
ム
あ
り
。
ア

ル
コ
ー
ル
も
気
兼
ね
な
く
飲

め
ま
す
の
で
バ
ス
の
中
は
終

始
、
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

初
冬
の
「
軽
井
沢
」
で
は
小

雪
が
舞
い
、
レ
ト
ロ
な
街
の

散
策
に
も
酔
い
し
れ
た
も
の

で
す
。

　

硫
黄
匂
う
「
湯
畑
」
は
「
草

津
温
泉
」
の
代
表
処
。「
湯
も

み
館
」
で
は
若
い
女
性
た
ち

が
頭
に
タ
オ
ル
、
赤
い
腰
巻

と
絣か

す
り

の
上
衣
を
纏ま
と

い
、
船
の

櫓
を
漕
ぐ
よ
う
な
湯
も
み
所

作
・
姿
に
見
と
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
宿
で
体
を
癒
し
た

後
の
宴
会
で
は
、
飲
ん
で
、

カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
コ
ー
ラ

ス
と
、
皆
で
大
い
に
心
が
打

ち
解
け
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
10
月
か

ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
水
際

対
策
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
我
が
野
並
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
は
こ
れ
ま
で
の
活
動

制
限
か
ら
正
常
な
ク
ラ
ブ
運
営
に
戻

し
、
地
域
清
掃
然
り
、
ス
マ
ホ
講
習

会
、社
交
ダ
ン
ス
等
々
再
開
し
ま
す
。

日
本
３
大
名
湯

制
覇
と
し
て
下

呂
、
有
馬
旅
行

を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。前
段
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
に
も
地

域
健
康
づ
く
り

活
動
と
し
て
参

加
を
促
し
、〝
満

面
の
笑
顔
〞
が

会
員
に
戻
る
こ

と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

（
景
山　

光
浩
）

め
い
と
う

名東区

天白区

旅
行
、
趣
味
な
ど
通
じ
て
の

仲
間
づ
く
り

て
ん
ぱ
く

名
東
区
で
開
講
さ
れ
て
い
る

教
養
講
座
の
ご
案
内
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　「学ぶ門には友来る」を合言葉に、鯱城学園の学生・卒業生は、
たくさんの学友と、学びに社会参加にと励んでいます。
　名古屋市在住で60歳以上の方（昭和 38年４月１日以前にお
生まれの方）を募集しています。詳しくは入学案内をご覧いただ
くか、学園までお問い合わせください。この機会にぜひご応募く
ださい。

◆募集内容
専攻（募集人数）

　くらし専攻（48）・国際専攻（96）
　健康と福祉専攻（96）　音楽専攻（96）
　園芸専攻（32）・陶芸専攻（40）
　美術専攻（38）・歴史と文化専攻（96）
　※募集人数を超えた場合は抽選となります。
　※応募人数は今後変更になることがあります。
願書受付期間　令和5年1月11日㈬～令和5年2月10日㈮

　　　　　　　　（申し込み手続きは入学案内に記載してあります）
授業料年額　48,000円（別途実習費、学生会費等自己負担あり）

◆入学案内の配布
　区役所福祉課、生涯学習センター、福祉会館、区社会福祉協議
　会、同学園他

◆問い合わせ先
　名古屋市鯱城学園　事務室
〒460-0008 名古屋市中区栄一丁目23-13 伏見ライフプラザ7階
　TEL（052）222-7521　FAX（052）222-7523

　

カ
ニ
等
海
産
物
の
購
入
を
勧
め
る
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
も
、
不
要
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
カ
ニ
等
海
産
物

の
電
話
勧
誘
販
売
や
送
り
付
け
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相

談
が
引
き
続
き
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
の
事
例
と
し
て
は
、「
突
然
自
宅
に
電
話
が
あ

り
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
商
品
が
売
れ

ず
支
援
し
て
ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
、
勧
め
ら
れ
た
海
鮮

の
詰
め
合
わ
せ
を
申
し
込
ん
だ
。
後
日
届
い
た
商
品
を

確
認
し
た
ら
、
値
段
相
当
と
は
思
え
な
い
質
の
悪
い
商

品
だ
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。
他
に
も
、
断
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
後
日
代
引
配
達
で
商
品
が
届
く
な
ど
、

勝
手
に
送
り
付
け
ら
れ
る
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

電
話
を
か
け
て
く
る
事
業
者
の
中
に
は
、
消
費
者
の

親
切
心
や
同
情
心
に
つ
け
込
み
、
断
り
づ
ら
い
状
況
を

意
図
的
に
作
る
事
業
者
も
み
ら
れ
ま
す
。
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
も
不
要
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
自
宅
の
電
話
を
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、

知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　

電
話
で
勧
誘
を
受
け
て
契
約
を
し
た
場
合
は
、
契
約

書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
引
配
達
で

届
い
た
場
合
は
、
送
り
状
の
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
、

送
り
主
を
確
認
し
た
上
で
、受
け
取
り
を
拒
否
し
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
名
古
屋
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
２
―
９
６
７
１
（
月
〜
土
）

※
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く  

※
土
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

　

相
談
受
付
時
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
15
分

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　

https://w
w
w
.seikatsu.city.nagoya.jp/

　

名
古
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
市
民
局
消
費
生
活
課

　
　

☎
２
２
２
―
９
６
７
９

な
ご
や
見
守
り
情
報

56

海
産
物
の
電
話
勧
誘
販
売
・

送
り
付
け
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

書
き
損
じ
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

マ
ス
コ
ッ
ト「
は
が
き
ち
ゃ
ん
」

　うっかり書き損じてしまった郵便はがき、未使用の切手やプリ
ペイドカードなど、ご家庭に眠っているタンス遺産が募金にかわ
り、子どもたちや大人の学ぶ機会が広がります。
　世界には貧困や紛争、学校が近くにないなど、さまざまな理
由で学校に通えない子ども（6～14 歳）が約1億 2100 万人、
文字の読み書きができない大人（15歳以上の成人）が約 7億
7300万人います※。
　あなたの書き損じはがきが、文字を識る喜びとなり、子ども
たちを笑顔にします。1枚でも多くのはがきの回収にご協力お願
いします。

◆学園説明会
　令和5年1月17日㈫ 午前10時から

※はがきは未投函のものに限ります。
※新型コロナウイルスの影響により、整理作業
に遅れが生じております。ご寄付の
集計・お礼が送れますこと、あらか
じめご了承ください。

※UNESCO  GEMR2020

マ
ス
コ
ッ
ト「
は
が
き
ち
ゃ
ん
」

楽らく介護のすすめ ～心と体の健康講座～

◉西部介護者教室

2/28 ㈫ 「楽しく安全に歩く！２本の専用ポールでスマートウォーク！」
3/ 7 ㈫ 「転ばない・歩きやすい！～歩行を助ける福祉用具～」

2/21 ㈫ 「ちょいモレ対策 ～自分に合った排せつケア用品の選び方～」

2/14 ㈫ 「低栄養を防ぎ健康寿命を延ばす食事 ～食生活を見直そう～」
【会　　場】中村生涯学習センター 3 階第3集会室・体育室・視聴覚室（中村区鳥居通3丁目1-3）

◉東部介護者教室

1/25 ㈬ 「もしもに役立つ応急手当」
2/ 1 ㈬ 「転ばない・歩きやすい！～歩行を助ける福祉用具～」

1/18 ㈬ 「毎日続けたい！骨盤底筋体操 ～尿モレ予防についてのお話～」

1/11 ㈬ 「低栄養を防ぎ健康寿命を延ばす食事 ～食生活を見直そう～」
【会　　場】守山生涯学習センター 2 階第3・第4集会室（守山区守山3丁目2-6）

◆申し込み先・問い合わせ先／なごや福祉用具プラザ（開館時間 午前10 時～午後 6時、月祝休）
〒466-0015 名古屋市昭和区御器所通3丁目12-1 御器所ステーションビル3階
TEL（052）851-0051   FAX （052）851-0056
インターネット「なごや福祉用具プラザ」で検索　ウェブサイトはこちらから▶

【開催時間】午後 1時 30 分～3時　各回終了後、介護に関する個別相談会を実施（午
後 3時 30 分まで）※プラザおしゃべりサロンは午後 3時 30 分～ 4時まで
【定　　員】各回 20名　　
【費　　用】無料
【申　　込】◎東部介護者教室→ 11月17 日㈭午前10 時より電話・FAX・郵送・ 窓口・ 
Webにて受付開始（先着順）、◎西部介護者教室→ 12月15 日㈭午前10 時より電話・
FAX・郵送・ 窓口・Webにて受付開始（先着順）、◎中部介護者教室→ 1月19 日㈭
午前10 時より電話・FAX・郵送・ 窓口・Webにて受付開始（先着順）、3月9日と3
月16日のWeb参加はウェブサイトより申込

※4回シリーズですが1回のみの参加も可

※4回シリーズですが1回のみの参加も可

※終了後プラザおしゃべりサロンを開催（午後4時まで）

※終了後プラザおしゃべりサロンを開催（午後4時まで）

◉中部介護者教室

3/16 ㈭ 「足ゆびストレッチ＆トレーニング ～生涯自分の足で歩くために～」
3/23 ㈭ 「毎日続けたい！骨盤底筋体操 ～尿モレ予防についてのお話～」

3/ 9 ㈭ 「転ばない・歩きやすい！～歩行を助ける福祉用具～」

3/ 2 ㈭ 「低栄養を防ぎ健康寿命を延ばす食事 ～食生活を見直そう～」
【会　　場】なごや福祉用具プラザ （昭和区御器所通3-12-1  御器所ステーションビル 3階）

※4回シリーズですが1回のみの参加も可

※終了後プラザおしゃべりサロンを開催（午後4時まで）

※3/9と3/16 は会場開催と同時にWebでの開催も可能

◆主催／名古屋市・名古屋市総合リハビリテーション事業団　なごや福祉用具プラザ

送
り
付
け
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

名古屋市犯罪被害者等総合支援窓口

【電　　　話】052-972-3042 （月～金）  8時45分～17時30分（祝日・年末年始を除く）
【ファックス】052-972-6453

◎犯罪被害等により生じた不安や問題などの相談におこたえします。
◎おひとりで不安な場合、区役所などへの手続きに同行します。
◎ごいっしょに、本市の支援事業の申込受付を行い、支援を提供します。
◎状況に応じて、関係機関をご案内します。

　名古屋市では、「名古屋市犯罪被害者等支援条例」に基づき、犯罪被害に遭われ
た方やそのご家族への支援事業を行っています。
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「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」
読
者
の

皆
さ
ま
！
認
知
症
は
病
気
で
す
。

人
を
選
び
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら

い
ず
れ
皆
さ
ま
の
身
近
に
も
認
知

症
は
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と

き
、
よ
り
良
い
判
断
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
認
知
症
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
こ
と
を
５
回
に
わ
た
り

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
予
防
と

困
っ
た
時
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

で
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
場
合
は

脳
を
刺
激
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
ま
す
。
料
理
、
パ
ソ
コ
ン
、
学

習
療
法
（
読
み
・
書
き
・
計
算
）、

園
芸
、
旅
行
、
運
動
（
散
歩
・
体

操
な
ど
）、
楽
器
演
奏
、
社
交
ダ

ン
ス
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
（
囲
碁
・

将
棋
・
麻
雀
・
ト
ラ
ン
プ
な
ど
）

な
ど
が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
認
知
症
に
な
っ
て
最
初
に
低

下
す
る
の
は
い
く
つ
か
の
事
を
同

時
に
行
う
能
力
で
す
の
で
、
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
の
料
理
を
作
る
の
も

お
勧
め
で
す
。

　

血
管
性
認
知
症
の
場
合
は
危
険

因
子
と
さ
れ
る
高
血
圧
、糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
心
疾
患
、
喫
煙
、
飲

酒
、
肥
満
な
ど
を
回
避
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
や
運
動
を
こ
こ
ろ
が
け
て

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
り
、

文
化
的
趣
味
を
楽
し
む
こ
と
も
脳

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

こ
に
予
防
の
た
め
の
10
か
条
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
家
族

が
気
づ
い
た
場
合
で
も
、
す
ぐ
に

は
病
院
を
受
診
し
な
い
人
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
た
ま
た
ま
疲
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
、
歳
の
せ
い
か

も
、
と
家
族
自
身
が
認
知
症
の
可

能
性
を
認
め
た
く
な
い
こ
と
も
あ

り
、
他
に
困
る
症
状
が
出
る
ま
で

様
子
を
み
よ
う
と
思
い
が
ち
で

す
。
本
人
が
自
ら
病
院
を
受
診
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
問
題

が
起
き
て
初
め
て
家
族
が
相
談
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
す
で
に

最
初
に
気
付
い
た
時
か
ら
2
〜
3

年
は
経
っ
て
し
ま
い
、
初
期
段
階

を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
早
期
に
受
診
す
る
こ
と
が

と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

　

認
知
症
の
進
行
は
ゆ
っ
く
り
で

年
単
位
で
す
が
、
短
期
間
に
発
症

進
行
す
る
場
合
は
認
知
症
で
は
な

く
、
他
の
病
気
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
早
期
の
鑑
別
診
断
は
よ

り
重
要
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
の

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
す

が
、
進
行
す
る
と
忘
れ
た
こ
と
を

忘
れ
る
の
で
、
自
分
は
忘
れ
て
い

な
い
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
で

き
る
だ
け
早
く
専
門
の
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
発
見
が

遅
れ
る
ほ
ど
、
本
人
の
苦
し
み
は

深
く
な
り
、治
療
も
ケ
ア
（
介
護
）

も
大
変
に
な
り
ま
す
。

　

名
古
屋
市
で
は
各
区
の
い
き
い

き
支
援
セ
ン
タ
ー
が
認
知
症
相
談

の
窓
口
で
す
が
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
（
名
鉄
病
院
、
ま
つ

か
げ
シ
ニ
ア
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル
、
も

り
や
ま
総
合
心
療
病
院
、
資
生
会

八
事
病
院
）、
名
古
屋
市
認
知
症

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
」
愛
知
県
支
部

や
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
も
認

知
症
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
各
区
の
い
き
い
き
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
医
師
に
よ
る
認
知

症
家
族
相
談
も
無
料
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
た
め
ら
わ
ず
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
場
合
、
進
行
を
止
め

る
新
薬
が
出
な
い
限
り
い
ず
れ
は

進
行
し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
は

き
ち
ん
と
診
断
で
き
る
専
門
病
院

と
、
相
談
に
も
の
っ
て
く
れ
る
近

所
の
か
か
り
つ
け
医
の
両
方
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
診
断

に
は
S
P
E
C
T
（
脳
の
形
態
を

み
る
M
R
I
で
は
な
く
脳
の
働
き

を
み
る
）
検
査
や
心
筋
シ
ン
チ

グ
ラ
フ
ィ
（
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
鑑
別
に

有
用
）
が
必
要
な
時
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
専
門
病
院
に
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
大
学
病
院
は
認
知
症

の
専
門
医
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
認
知
症
外
来
」
が
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
認
知
症
外
来

の
な
い
病
院
を
受
診
す
る
場
合
は

認
知
症
の
診
療
を
得
意
と
し
て
い

る
医
師
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
場
合
は
認
知

症
が
専
門
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
認
知
症
が
進
行
し
て
き
た

時
に
困
る
の
は
、
認
知
症
症
状
で

は
な
く
、
ふ
つ
う
の
病
気
に
な
っ

た
時
だ
か
ら
で
す
。
往
診
が
で
き

て
相
談
に
も
の
っ
て
く
れ
る
か
か

り
つ
け
医
が
理
想
的
で
す
。
名
古

屋
市
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
名
古
屋
認
知
症
安
心
安
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
名
古
屋
市
の
も
の

忘
れ
相
談
医
の
リ
ス
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
認
知
症
に
詳
し

い
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
リ
ス
ト

も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
が

見
つ
か
ら
な
い
時
に
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

だ
れ
で
も
健
康
で
元
気
に

歳
を
重
ね
た
い
と
願
っ
て
お

り
、
認
知
症
に
も
な
り
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
最
期
を
迎

え
る
時
に
な
っ
た
ら
、
認
知
症

に
な
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
認
知
症
に
救
わ
れ
る
こ

と
だ
っ
て
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
認
知
症
を
嫌
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
認

知
症
に
な
っ
て
も
治
療
の
こ
と

ば
か
り
を
思
っ
て
暮
ら
す
の
で

は
な
く
、
残
さ
れ
た
時
間
を
い

か
に
大
切
に
し
て
過
ご
す
の
か

が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し

て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
は
永
遠
で
は
な
い
の
で

す
。最
期
の
時
に「
人
生
は
あ
っ

と
い
う
間
だ
っ
た
」
と
言
う
人

が
多
い
の
で
す
！　

さ
あ
、
い

つ
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
を
早
く
始
め
ま
し
ょ
う
。

間
に
合
う
う
ち
に
！

千
種
区
認
知
症
地
域
連
携
の
会
代
表
世
話
人

黒
川
医
院
　
院
長  

黒
川
　
豊

認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
に
向
け
て（
24
）

認
知
症
の
こ
と
、ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
嫌
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　ちょっとした動作で息切れや息苦しさを感じるなど、呼吸
器のことで気にかかること、心配なことがありましたら呼吸
器なんでも相談へどうぞ！

南保健センター公害保健担当
TEL（614）2879  FAX（614）2818

相談日／令和5年1月17日㈫・2月21日㈫・3月14日㈫

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部検査の中止、
　相談日の中止となる場合があります。

◆受付時間／午後 1:15 ～ 2:30 の指定の時間
◆対 象 者／市内在住の 15歳以上の方
◆場　　所／南保健センター（南区東又兵ヱ町5-1-1）
◆内　　容／① 問診　② 身長・体重測定
　　　　　　③ 胸部エックス線検査　④ 血圧測定　
　　　　　　⑤ 診察・個別相談
◆費　　用／無料

　高齢者の方を対象にさまざまな講習を実施し、高齢者の方の社会参加を支援し
ています！ あなたも第二の人生、新たな生きがいを見つけてみませんか？

・調理補助スタッフ養成講習　 ・はじめてさわるパソコン
・サービス介助基礎研修 ・パソコン／パワーポイント（基礎）

・パソコン／入門　・清掃講習（フロア清掃編）　・除草（手作業）従事者養成講習

※各講習の開催日時・場所・対象者・受講料などは、講習によって異なります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で講習が中止になる場合がありますので、あらかじめ
　ご了承ください。詳細についてはお問い合わせください。

アクセス情報
地下鉄鶴舞線・桜通線「御器所」駅下車
②番出口を出て右手に40 ㍍、 「御器所ス
テーションビル」4・5階

〒466-0015 昭和区御器所通3丁目12-1
（指定管理者：名古屋市シルバー人材センター）

◎ホームページもございます。アドレス  https://www.bes-c.com
◎就業に関する相談も行っています。相談窓口（土日祝日12/29～1/3を除く9時～17時）☎ 842-4692

認
知
症
の
予
防

ま
と
め

◉
認
知
症
予
防
の
た
め
の
10
カ
条
（
柴
山
案
）〈
改
定
〉

⑴
野
菜
・
果
物
・
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

※
野
菜
は
毎
日
、
果
物
・
魚
は
週
3
回
は
食
べ
ま
し
ょ
う
。
お
肉
も
大
事
で
す
。

⑵
週
3
回
を
め
ど
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
30
分
以
上
の
運
動
（
散
歩
・
水
泳
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
）
を
週
3
回
を
目
標
に
。

⑶
新
聞
・
雑
誌
・
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

※
声
を
出
し
て
読
む
と
い
い
と
い
う
説
も
あ
り
、
の
み
込
み
の
訓
練
に
も
な
り
ま
す
。

⑷
日
記
な
ど
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
日
記
・
写
経
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
考
え
な
が
ら
字
を
書
く
こ
と
は
有
効
で
す
。

⑸
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
社
交
に
も
、
脳
の
活
性
化
に
も
な
り
ま
す
。

⑹
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

※
仕
事
以
外
の
仲
間
と
一
緒
に
気
分
転
換
を
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま
し
ょ
う
。

⑺
楽
し
く
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑻
お
酒
は
控
え
め
に
、
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
日
本
酒
1
合
・
ビ
ー
ル
1
本
・
ワ
イ
ン
2
杯
・
焼
酎
2
分
の
1
杯
が
適
量
で
す
。

⑼
塩
分
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
高
血
圧
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
1
日
6
ｇ
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
（
W
H
O
推
奨
）。

⑽
恋
を
し
ま
し
ょ
う
。（
異
性
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
）

※
一
番
の
脳
全
体
へ
の
刺
激
に
な
り
ま
す
。

早
期
受
診
・

早
期
診
断
の
重
要
性

家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

ど
こ
の
病
院
を

受
診
す
れ
ば
よ
い
の
か



令和 5年（2023 年）1月 10 日発行 （ 10 ）第 68 号

どこの会も活動活発ですね！ もう少
しコロナが収まれば泊りがけの旅行
ができるのにさみしいかぎり！ グラウ
ンド・ゴルフで息抜き中。（千種区Ａ）

「なごやかひろば」いつもながら美し
く読みやすく楽しみです。下段の広
告、さすがの企業ばかり、年代にぴっ
たりと笑ってしまいます。（東区Ｋ）

読者の声読者の声
グラウンド・ゴルフの先輩に誘われ
て老人クラブに入会しました。「文芸
コーナー」は一番楽しみです。皆さ
んの作品をお手本に、俳句と川柳、
今日もノートに書き留めています。
（熱田区Ｋ）

「認知症とともに暮らす社会に向け
て」の内容に興味を持って読ませ
ていただきました。また、文芸コー
ナーの川柳の部は、ほのぼのした感
じで楽しみにしています。（北区Ｔ）

　「読者のページ」ではテーマも設けています。次号のテーマ
は「昭和の子育て奮闘記」です。
　皆さんが子供たちを育てた時代と現代とでは
大きく環境が異なりますが、かつての子育ての様
子（赤ちゃんの頃によく使っていたものや遊び、
少し大きくなり反抗期を迎えたわが子への接し方
など）を思い出してみませんか？

次号テ
ーマ

次号テ
ーマ

いつも楽しく読んでいます。小人数
のクラブですが、皆さんに健康で長
生きしていただけるよう、声掛けして
いきたいと思っています。（北区Ｓ）

25年前町内で老人会ができて会の
名前を募集していたので応募して、
私が出した名前が使われてずっと
続いています。（南区Ｓ）

夫が老人クラブの会長をしているの
で、余った「なごやかひろば」は自宅で
開催している「認知症カフェ えんがわ
カフェ」で配っています。（瑞穂区Ｙ）

ペペ
ーー
ジジ

読読

者者
のの

　

日
記
を
つ
け
て
65
年
余
り
に
な
る
。

つ
け
る
き
っ
か
け
は
、
そ
の
当
時
、
行

き
つ
け
の
店
か
ら
私
宛
に
飲
食
代
の
請

求
書
が
届
い
た
。
心
当
た
り
が
な
く
後

日
、
出
張
で
来
た
友
人
が
飲
食
代
を
私

の
名
前
で
「
付
け
払
い
」
と
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
の
時
、
社
会
人
に
な

れ
ば
日
々
の
自
身
の
行
動
が
分
か
る
よ

う
記
録
す
べ
き
と
考
え
日
記
を
つ
け
る

こ
と
に
し
た
。

　

現
役
の
時
は
仕
事
中
心
の
日
記
だ
っ

た
が
今
で
は
自
分
、
家
族
そ
し
て
親
戚

の
こ
と
が
主
な
内
容
の
日
記
に
な
っ
て

い
る
。
つ
け
る
こ
と
が
日
々
の
サ
イ
ク

ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
つ
け

る
こ
と
に
抵
抗
は
な
く
、
つ
け
な
い
と

か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
。
現
役

を
引
退
し
て
か
ら
も
日
記
を
続
け
て
い

る
。
そ
の
理
由
に
「
記
憶
力
の
維
持
」

が
あ
る
。
日
記
を
つ
け
る
と
き
守
っ
て

い
る
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
起
床
し
て
か

ら
の
行
動
を
事
細
か
く
思
い
浮
か
べ

て
、
そ
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
つ
け
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
「
事
細
か
く
思
い
浮
か
べ
る
」
こ
の

こ
と
が
記
憶
力
の
減
衰
を
少
し
で
も
防

止
で
き
る
方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
。
先

般
の
免
許
更
新
時
の
認
知
機
能
検
査
の

数
値
が
高
得
点
だ
っ
た
の
で
、
日
記
の

効
果
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

脳
内
の
ド
ー
パ
ミ
ン
（
神
経
伝
達
物

質
）
が
不
足
す
る
と
手
が
ふ
る
え
、
足

が
し
び
れ
、
筋
肉
が
こ
わ
ば
り
、
表
情

が
な
く
な
る
等
の
症
状
が
起
き
る
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
は
、
国
指
定
の
難
病
で
65

歳
以
上
の
1
0
0
人
に
1
人
が
か
か
る

と
か
…
…
。
そ
し
て
私
も
そ
の
中
の
1

人
で
す
。

　

発
症
し
て
8
年
。
最
近
は
薬
に
よ
っ

て
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
症
状
を
一
時
的
に
緩
和

す
る
だ
け
で
、
治
る
わ
け
で
は
な
く
長

く
つ
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気

で
す
。
薬
が
切
れ
て
し
ま
う
と
、
体
が

動
け
な
く
な
り
、
薬
を
飲
み
す
ぎ
る
と

ド
ー
パ
ミ
ン
濃
度
が
高
く
な
っ
て
、
勝

手
に
体
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
い
て
し
ま
う

副
作
用
（
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
）
に
悩
ま
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
病
気
の
対
処
法
は
じ
ー
っ
と
し

な
い
で
、
毎
日
で
き
る
限
り
体
を
動
か

す
こ
と
。
そ
ん
な
時
老
人
ク
ラ
ブ
入
会

の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ

は
音
楽
療
法
に
効
果
的
で
あ
り
、
公
園

の
清
掃
、
ヨ
ガ
同
好
会
等
に
も
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
で
Q
Ｏ
L
（
生
活
の

質
）
が
大
き
く
向
上
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
入
会
の
お
誘
い
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
病
気
を
オ
ー

プ
ン
に
し
、
気
持
ち
を
明
る
く
保
ち
な

が
ら
社
会
と
関
わ
る
努
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

  

中
区
正
友
会

鷲
田
美
恵
子

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ん
て

怖
く
な
い
！

老
人
ク
ラ
ブ
入
会
に
感
謝

　

い
つ
の
間
に
か
風
が
冷
た
く
な
り
11

月
の
声
が
近
づ
い
て
来
た
。
風
に
吹
か

れ
て
落
ち
て
来
る
葉
は
美
し
く
色
づ

き
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

今
日
の
散
歩
は
ど
こ
に
し
よ
う
か
？

い
つ
も
の
よ
う
に
竹
林
へ
向
か
う
道
が

好
き
だ
が
…
…
。
そ
ん
な
こ
ん
な
を
思

い
足
は
す
で
に
竹
林
方
向
へ
。
街
並
み

を
過
ぎ
、一
面
の
大
根
畑
へ
出
て
い
た
。

　

そ
ん
な
私
に
「
さ
さ
や
く
」
者
が
い

る
。誰
な
ん
だ
。「
帰
り
道
も
あ
る
の
よ
」

と
。
な
ん
だ
『
ひ
ざ
小
僧
さ
ん
』
か
。

た
し
か
に
「
今
来
た
こ
の
道
帰
り
ゃ
ん

せ
」
で
す
が
。
今
少
し
歩
き
た
い
私
に

注
意
を
あ
り
が
と
う
。
ま
た
ま
た
大
根

畑
を
横
目
に
し
戻
る
こ
と
に
し
た
。

　

今
空
は
青
く
美
し
い
。
で
も
秋
の
空

で
す
か
ら
、
明
日
の
こ
と
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
い
つ
北
風
さ
ん
が
私
を
連
れ
去

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
も
の
。

　

ま
あ
今
日
は
こ
の
辺
で
明
日
に
楽
し

み
を
残
し
家
路
に
向
か
い
ま
す
。
近
く

て
遠
い
家
路
を
！

  

天
白
区
虹
の
会山

田
　
勝
子

ひ
ざ
小
僧
の
さ
さ
や
き

  

名
東
区
よ
も
ぎ
ク
ラ
ブ

岩
佐
　
良
男

日
記
を
つ
け
て
65
年

　

幼
少
の
頃
、
健
全
な
学
童
育
成
目
的

の
水
練
学
校
で
、泳
ぐ
こ
と
を
覚
え
た
。

し
か
し
小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
太

平
洋
戦
争
が
激
化
、
木
曽
川
下
流
域
、

今
の
愛
西
市
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
夏
に
は
村
の
河
童
仲
間
と
池
で
戯

れ
泳
ぐ
楽
し
さ
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ

た
。

　

中
学
で
は
軍
事
教
練
に
励
む
日
々
、

空
襲
で
家
は
焼
け
、
水
泳
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
。
加
齢
と
と
も
に
最
近
の
こ

と
は
忘
れ
て
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ
か
当

時
の
思
い
出
が
鮮
明
に
蘇
り
、
老
化
と

は
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

戦
争
が
終
わ
り
、
高
度
経
済
成
長
も

安
定
期
に
入
り
、
中
高
年
に
も
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
「
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
」

と
称
し
、
5
歳
刻
み
で
「
健
康
・
友
情
・

相
互
理
解
」
を
柱
に
、
水
泳
大
会
が
開

か
れ
る
平
和
な
時
代
に
な
り
、
高
校
時

代
の
水
泳
部
を
思
い
出
し
健
康
目
的
で

泳
ぎ
始
め
、数
々
の
国
内
・
海
外
の
「
マ

ス
タ
ー
ズ
水
泳
」大
会
に
出
場
で
き
た
。

　

昨
年
の
「
敬
老
の
日
」
南
区
の
日
本

ガ
イ
シ
プ
ー
ル
で
、
競
泳
50
㍍
平
泳
ぎ

を
完
泳
、
同
時
に
連
続
30
回
出
場
の
表

彰
を
受
け
た
。
そ
の
様
子
が
新
聞
報
道

さ
れ
驚
い
た
。

　

し
ば
ら
く
経
つ
と
次
回
は
、こ
の「
マ

ス
タ
ー
ズ
水
泳
」
大
会
に
市
老
連
の
会

員
有
志
を
募
っ
て
、「
出
場
し
よ
う
と
」

夢
が
湧
い
て
き
た
。

　

日
本
で
は
1
0
0
歳
以
上
の
人
が
前

年
よ
り
4
0
0
人
ほ
ど
増
え
、
9
万
人

に
達
し
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
明
る

い
話
で
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
私
が
ま
だ

子
供
の
頃
は
人
生
50
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
時
代
は
う
つ
り
変
わ

る
も
の
で
す
ね
。
最
近
は
人
生
1
0
0

年
時
代
と
言
う
言
葉
を
見
聞
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
実
際
私
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
の
友
達
に
も
母
親
が
何
と

1
0
2
歳
で
元
気
だ
よ
と
聞
き
、
自
分

た
ち
の
身
近
に
も
1
0
0
歳
の
人
が
み

え
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
医
学
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
も
一
段
と
向
上

し
、
長
生
き
す
る
人
達
が
増
加
す
る
の

は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
欲
張
り

者
の
私
は
、1
0
0
歳
は
無
理
と
し
て
、

控
え
め
に
90
歳
く
ら
い
ま
で
生
き
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
食
生
活
に
も
関
心

を
持
っ
て
牛
乳
や
玉
子
、
梅
干
し
な
ど

日
々
切
ら
さ
ず
地
道
な
生
活
を
し
、
一

日
一
日
を
大
事
に
生
き
て
い
き
た
い
で

す
。

  

千
種
区
新
田
扇
寿
ク
ラ
ブ

竹
本
　
　
脩

人
生
1
0
0
年
時
代

昭和の子育て奮闘記

思
い
ま
す
。

  

南
区
道
徳
白
寿
会櫛田

　
諄
造

マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
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難
聴
に
な
っ
た
夫
と
幾
歳
ぞ

　

ア
ウ
ン
の
日
々
で
米
寿
を
迎
う　

（
北
区
六
郷
北
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

和
子
）

今
朝
も
ま
た
茶
房
に
友
と
集
ま
り
て

　

つ
ま
ら
ぬ
話
に
笑
ひ
合
ひ
た
り

（
北
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
い
あ
ん　

小
林　

康
信
）

久
し
ぶ
り
運
動
会
に
参
加
し
て

　

元
気
な
体
に
感
謝
す
る

（
中
村
区
森
一
豊
寿
会　

櫻
井
八
重
子
）

天
高
く
秋
を
満
喫
し
て
る
け
ど

　

つ
る
べ
落
と
し
の
如
く
に
暮
れ
る

（
昭
和
区
寿
楽
会　

岩
田　

和
子
）

王
冠
に
命
光
ら
せ
七
十
年

　

女
王
が
逝
き
虹
の
か
か
つ
て

（
昭
和
区
き
さ
ら
ぎ
会　

柳
原　

貞
子
）

ス
リ
ッ
パ
を
素
足
の
夫
の
足
元
へ

　
「
冷
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
」
と

（
港
区
西
福
田
西
部
老
人
ク
ラ
ブ　

服
部　

初
音
）

コ
ロ
ナ
禍
の
掟
ほ
ど
け
つ
秋
空
に

　

想
い
出
旅
路
に
心
馳
す
れ
ど

（
南
区
宝
寿
会
第
一　

青
山　

好
子
）

も
う
や
め
て
ゲ
ー
ム
感
覚
戦
い
は

　

こ
わ
し
こ
わ
さ
れ
い
つ
ま
で
つ
づ
く

（
緑
区
ハ
ツ
ラ
ツ
ク
ラ
ブ
桶
狭
間　

白
石　

輝
子
）

苦
し
み
も
楽
し
さ
多
く
過
ご
し
日
の

　

想
い
を
語
り
妻
が
寄
り
そ
う

（
緑
区
伝
治
山
老
人
ク
ラ
ブ　

山
下　

忠
義
）

こ
も
る
日
々
を
雲
に
親
し
み
遊
び
を
り

　

今
日
の
友
達
は
亀
の
雲
さ
ん

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ　

滋
野　

昌
子
）

穏
や
か
な
世
を
待
ち
望
む
去
年
今
年　
　

（
東
区
出
来
町
一
丁
目
双
葉
会

田
中　

美
子
）

贈
ら
れ
し
杖
の
鈴
鳴
る
敬
老
日　
　
　

（
北
区
ア
ー
バ
ン
ラ
フ
レ
志
賀
寿
会

山
ノ
内
登
志
江
）

こ
の
歳
で
新
年
迎
え
何
望
む

（
中
村
区
旭
寿
会　

尾
国　

良
蔵
）

天
高
く
湿
布
貼
り
貼
り
ホ
ー
ル
イ
ン
２ツ

ー

（
中
村
区
八
社
横
一
寿
会　

遠
山　
　

都
）

蝉
時
雨
喉
が
渇
く
か
貰
い
水

（
中
村
区
稲
葉
地
町
東
部
喜
楽
会　

林　
　

正
弘
）

コ
ロ
ナ
禍
を
只ひ

た
す
ら管

生
き
て
注
連
飾
る

（
瑞
穂
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

足
立　

忠
昭
）

マ
ス
ク
と
る
こ
の
気
持
ち
よ
さ
秋
の
風

（
中
川
区
五
女
子
第
二
寿
会　

赤
坂
美
智
子
）

山
粧よ

そ

ふ
谷
汲
華
厳
寺
祈
る
道

（
南
区
な
ご
や
か
ち
ど
り
第
一
健
生
会　

加
藤　

京
子
）

明
け
暮
れ
の
風
こ
そ
よ
か
れ
春
隣

（
守
山
区
風
越
会　

粟
田　

照
子
）

城
苑
の
鼓

つ
づ
み
か
す
か
に
菊
日
和

（
守
山
区
志
西
桔
梗
ク
ラ
ブ　

三
谷　

俊
幸
）

木
犀
の
香
を
纏ま

と

ひ
て
布
団
干
す

（
名
東
区
香
流
第
三
ク
ラ
ブ　

川
口　

敏
子
）

草
紅
葉
川
の
中
州
の
ヌ
ー
ト
リ
ア

（
天
白
区
笹
山
ク
ラ
ブ　

池
上
ゆ
り
子
）

月
二
回
ヨ
ガ
に
通
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

（
東
区
冨
士
塚
老
人
会　

吉
橋　

広
武
）

山
茶
花
は
垣
根
越
か
ら
世
を
眺
め

（
北
区
六
郷
北
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ　

井
上
千
勢
子
）

終
活
庭
木
石
取
り
野
菜
植
え
る

（
西
区
上
小
田
井
第
３
ク
ラ
ブ　

安
藤　

秋
惠
）

背
な
丸
め
介
護
保
険
の
多
き
こ
と

（
西
区
第
二
新
珠
ク
ラ
ブ　

宮
脇　

行
正
）

今
日
も
行
く
健
康
体
操
皆
笑
顔

（
中
村
区
森
末
第
一
豊
寿
会　

関
戸
み
ね
子
）

物
価
高
年
金
者
に
は
つ
ら
い
日
々

（
中
区
平
和
第
六
寿
会　

樋
口　

君
代
）

さ
あ
晴
れ
た
２
人
手
を
取
り
買
い
物
へ

（
熱
田
区
み
の
り
会　

鈴
木　
　

清
）

生
き
て
い
る
水
が
お
い
し
く
飲
め
た
時

（
中
川
区
ポ
ッ
ポ
会　

伊
藤
壽
巳
江
）

テ
レ
ビ
消
し
秋
の
夜
な
が
に
虫
の
音
を

（
中
川
区
長
須
賀
長
寿
会　

髙
島　

雅
子
）

八
十
路
診
察
券
が
重
な
り
て

（
中
川
区
高
寿
会　

田
中　

康
雅
）

共
倒
れ
ワ
ク
チ
ン
接
種
マ
ス
ク
な
し

（
守
山
区
第
二
長
寿
会　

出
口　

昌
子
）

古
写
真
ま
あ
美
し
い
こ
れ
だ
〜
れ

（
守
山
区
喜
多
山
ク
ラ
ブ　

内
田　

良
枝
）

次
の
子
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
日
本
の
美

（
守
山
区
喜
多
山
ク
ラ
ブ　

木
村　

郁
子
）

朝
目
覚
め
一
輪
の
花
笑
顔
な
る

（
守
山
区
喜
多
山
ク
ラ
ブ　

古
賀　

弘
子
）

マ
ス
ク
越
し
見
つ
め
合
い
つ
つ
ど
な
た
様

（
守
山
区
喜
多
山
ク
ラ
ブ　

曽
我　

昭
子
）

言
葉
な
し
ア
レ
ア
レ
ア
レ
で
納
得
す

（
守
山
区
喜
多
山
ク
ラ
ブ　

間
野
美
枝
子
）

ペ
イ
ペ
イ
を
使
っ
て
み
た
い
が
手
に
は
現
金

（
守
山
区
喜
多
山
ク
ラ
ブ　

水
野　
　

緑
）

旅
行
け
ど
コ
ー
ス
回
れ
ず
バ
ス
で
待
つ

（
守
山
区
喜
多
山
ク
ラ
ブ　

吉
田　

直
子
）

顔
使
い
分
け
ヤ
ン
グ
中
堅
重
鎮
と

（
緑
区
高
見
親
睦
会　

堀
田　

志
保
）

戦
乱
を
テ
レ
ビ
で
見
て
も
辛
い
も
の

（
名
東
区
勢
寿
ク
ラ
ブ　

丹
所　

和
子
）

初
恋
の
同
級
生
と
共
に
染
め

（
名
東
区
郷
ク
ラ
ブ　

戸
澗　
　

武
）

ト
ラ
す
ぎ
て
跳
ね
る
ウ
サ
ギ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

（
名
東
区
貴
船
み
ど
り
会　

三
谷　

典
子
）

大
空
に
白
線
残
し
婿
い
ず
こ

（
天
白
区
八
事
山
年
輪
会　

篠
崎　

房
美
）

年
と
れ
ば
介
護
す
る
の
か
さ
れ
る
の
か

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ　

坂
野　

利
男
）

go
 to

に
コ
ロ
ナ
も
附
い
て
や
っ
て
く
る

（
天
白
区
平
成
東
ク
ラ
ブ　

杉
浦　

幸
一
）

短
歌
の
部

俳
句
の
部

川
柳
の
部

▼
題
材
は
本
紙
の
感
想
や
ク
ラ
ブ
の
紹

介
、
随
想
、
文
芸
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す（
字
数
４
０
０
字
ま
で
）。▼「
読
者

の
ペ
ー
ジ
」
で
は
テ
ー
マ
も
設
け
て
い

ま
す
。
▼「
文
芸
コ
ー
ナ
ー
」
に
投
稿

い
た
だ
く
際
は「
短
歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」

の
別
を
明
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い

（
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
）。
▼
締

切
は
2
月
10
日
、
原
則
と
し
て
１
人
１

作
品
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所

属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記
し
、
名
古
屋
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」

投
稿
係
（
〒
４
６
２
ー

０
８
４
４
名
古
屋

市
北
区
清
水
四
丁
目
17
ー

１
名
古
屋
市

総
合
社
会
福
祉
会
館
６
階
）
ま
で
。
ハ

ガ
キ
・
封
書
・
市
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
応
募
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
を
使
っ
て
応
募
が
で
き
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
原
稿
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

画／加藤 みち子
（東区古出来恵比寿会）

名古屋市老人クラブ連合
会では、こちらに掲載さ
せていただく挿絵を募集
しています。投稿先は左
下「投稿についてのお知
らせ」をご参照ください。

　　

⑴米は洗って、昆布と＊につけておく。
⑵生姜はせん切りに、まいたけはほぐしておく。
　昆布は一度取り出してせん切りにする。
⑶⑴に⑵とツナ、調味料を加えて炊く。

〈作り方〉

手軽に温活！身体を温めるご飯レシピです
生姜がきいた炊き込みご飯（４人分）

　新しい年を迎えました。一年で一番寒いこの時期を元気に過ごすため
に「生姜」のチカラを借りませんか？生姜は古くから世界中で食用、薬用、
香辛料として利用されてきました。独特の香りと辛みが強いのが特徴で、
食材の臭みを消すのにも使われています。また食欲を増進させて消化を
うながし、だしに加えると塩分を減らしても美味しく食べられる効果が
あります。発汗をうながす「ジンゲロール」という成分が、料理に加えて
加熱すると「ショウガオール」に変わって体を芯から温めます。良いとこ
ろばかりの生姜ですが、食べ過ぎると胃を荒らしてしまうので気をつけて。
生なら1日10g 程度が目安だそうです。毎日いろいろな料理で使ってい
ると寒さ知らずの冬が過ごせそうですね。

寒さ対策に「生姜」はいかが？

49

名古屋市健康福祉局 管理栄養士 磯部 貴恵

しょうゆ …………………
みりん …………………
酒 ………………………

大さじ2
大さじ1
大さじ2

〈材　料〉
米 …………………………
昆布 …………………………
ツナ缶（水煮） ………………
＊ ツナ缶汁 ＋ 水………
生姜 …………
まいたけ …………

2カップ
5 ㎝
1缶

440㎖
（皮をむいて）30g

1/2 袋（50g）

※ツナの代わりに他の魚の缶詰（さば
　水煮、さんまかば焼き等）にしても
　作れます。味付した缶詰の場合は
　調味料は調節してください
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「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
か
げ
さ
ま
で
第

68
号
が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の

糧
と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

　

担
当
し
ま
し
た
。

　

長
尾　

滋
男（
市
老
連
常
任
理
事
）

　

安
江　

春
彦（
市
老
連
理
事
）

　

久
野　

武
夫（
熱
田
区
）

　

安
藤　

峯
章（
中
川
区
）

　

寺
野　
　

肇（
港
区
）

　

宮
地　

康
男（
南
区
）

68
号
の
編
集
を
終
え
、

改
め
て
各
ク
ラ
ブ
の
活
動

報
告
等
を
読
み
ま
す
と
、

今
年
は
例
年
の
8
割
く

ら
い
の
行
事
が
実
施
さ
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

各
種
支
援
も
再
開
さ
れ
て
動
き

や
す
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸

能
活
動
も
多
く
行
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
短
歌
・
俳
句
等
文
芸
作

品
も
多
く
寄
稿
さ
れ
、
各
ク
ラ

ブ
員
の
活
発
な
活
動
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

第
8
波
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
気
を
つ

け
、
さ
ら
な
る
活
動
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
自
愛
く
だ

さ
い
。
（
Ｋ
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

　

を
チ
ェ
ッ
ク
！  

ぜ
ひ
ア
ク

　

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

　1913年（大正2年）に発表され、当
時の尋常小学唱歌の「新作唱歌」に
収録された。早春の長野県安曇野地方
を訪れた吉丸が立春（2月4日頃）の
寒さと春本番を待ち望む情景を歌詞に
した。2006年から2007年にかけて文
化庁と日本PTA全国協議会が選定した
「日本の歌百選」に選ばれている。

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ
雲の中にたまった電気が空中に放電す
る現象
トラック・自転車などの、荷物を載せ
る台の部分
幅の広い葉っぱを付ける樹木
他の動力によらず、自身の動力で走る
こと
植物が発芽するもとになるもの。種子
料理などを試しに食べてみるイベント
です
アコヤ貝にできる美しい玉の宝石
一定の領土に住む大勢の人による、統
治権を持った社会集団
めん類を、機械を使わずに手作業で
打って作ること
破り捨てること。約束などを一方的に
取り消すこと

1

2

4
5

6
8

11
12

13

14

ヨコのカギ
硬い殻に包まれ、一対のはさみと多く
の足をもつ動物
熱いものをすぐに食べられないこと
文章の前に書いた大きく目立つ言葉
眠ったふりをすること。狸寝入り
直接目視確認できない箇所を確認する
医療機器
調べものに使います
二十日
戦争や災害などが起こること。「〇〇〇
の際」
人力のかわりに機械を使うこと
病気・けが
などが治る
こと

1

3
7
9
10

12
14
15

16
17

★
解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記

　

の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
解

　

者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展
の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組

10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の
プ
ロ
テ
イ
ン
タ
ン
パ
ク

　

生
活
」
を
20
名
、吉
田
麺
業
「
き
し
め
ん
詰
合
せ
」
を
5
名
、

　

合
計
45
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
2
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
2
6
8
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
エ
ン
カ
イ
ゲ
イ
」
で
し
た
。 ◎問題　タテとヨコのカギを解

いて、ABCDEFに入ることばを
見つけてください。

※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。
読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

● 森永乳業株式会社 中部支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目15-30 名古屋リザンビル4階
☎ 052-936-1591
営業時間 /月曜日～金曜日9：00 ～ 17：30

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町6-9
中川区新家一丁目1918
中川区荒子二丁目222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

早
春
賦

早
春
賦

春
は
名
の
み
の
　
風
の
寒
さ
や
　

春
は
名
の
み
の
　
風
の
寒
さ
や
　

谷
の
鶯
　
歌
は
思
え
ど

谷
の
鶯
　
歌
は
思
え
ど

時
に
あ
ら
ず
と
　
声
も
立
て
ず

時
に
あ
ら
ず
と
　
声
も
立
て
ず

時
に
あ
ら
ず
と
　
声
も
立
て
ず

時
に
あ
ら
ず
と
　
声
も
立
て
ず

※
歌
詞
は
３
番
ま
で
あ
り
ま
す
。

※
歌
詞
は
３
番
ま
で
あ
り
ま
す
。

作
詞
作
詞    

吉
丸
吉
丸 

一
昌
一
昌

作
曲
作
曲    

中
田
中
田 

　
章
　
章

　いきいきとした生活を送るためにたん
ぱく質をとり入れることが必要ですが、
実はたんぱく質は運動しなくても消費さ
れています。大人のためのプロテイン「タ
ンパク生活」は、毎日の食事の中で無
理なくたんぱく質を補うことができます。

　小麦粉と塩、水のみで作り上げ
るきしめん。愛知県産「きぬあかり」
や三重県産「あやひかり」など麺
づくりに適した国産の小麦粉と、国
内産の塩、そしてまろやかな口当た
りの軟水で作り上げる吉田麺業のこだわりあるきしめんです。

大人のためのプロテイン タンパク生活 創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん三昧

　パリを愛し、描き続けたアルベール・マルケ(1875-1947)、
モーリス・ユトリロ(1883-1955)、佐伯祐三 (1898-1928)、
荻須高徳 (1901-1986)。パリやその近郊はマルケ、ユトリ
ロにとっては慣れ親しんだ愛着のある街。佐伯、荻須にとっ
ては「絵を描こうとする喜びをよびさます」憧れの街で、尽
きることのない創造の源泉でした。この展覧会では、マル
ケ作品 7点、ユトリロ作品 10点、佐伯作品 8点、荻須作
品 27点、合わせて52点の作品を展示。20世紀初頭から
1970 年代にいたるまでのパリやその近郊を描いた絵画・版
画をお楽しみいただけます。また、同館コレクションの礎を
築いた初代館長山崎照幸夫妻に荻須が送った書状も併せて
展示し、画家とコレクターの交流の一端もご紹介します。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期 / 2022年10月28日㈮～2023年2月26日㈰
開館 /平日10：00～17：30、土日祝10：00～17：00 ※入場は閉館30分前まで
休館 /月曜日・年末年始（12月29日～1月4日）※月曜日が祝日の場合は開館、翌日休館
観覧料 / 一般 1,300 円、小中高生 500円、小学生未満無料
☎ 052-937-3737　ホームページ https://www.mazak-art.com

佐
伯
祐
三
《
モ
ラ
ン
の
寺
院
》

1
9
2
8
年
油
彩
・
キ
ャ
ン
ヴ
ァ

ス
個
人
蔵

パリに生きた画家たち マルケ、ユトリロ、佐伯祐三、荻須高徳が見た風景

モ
ー
リ
ス
・
ユ
ト
リ
ロ
《
水
飲
み

場
の
前
の
家
》
1
9
1
0
年
頃

油
彩
・
パ
ネ
ル
個
人
蔵
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